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6〈近〉 「かみかな」 、 〈蓬〉 「頭
カシラ
かな」 。









































（一〇八七）十二月から八年（一〇九四）六月のこと。季仲をめぐる五節の折の先例話は、 『平家物語』諸本が等しく載せるところである。ところで、迫徹朗・美濃部重克が紹介する『貫首秘抄』によれば、この先例話は、源雅兼の話であった可能性があ 。それによれば、五節の淵酔の際、殿上人達は、貫首（蔵人頭）饗応のため、蔵人頭雅兼に、恒例でもあった舞を求めた。ところが舞の不得手な雅兼は、舞うことなくその場から逃げたため、殿上人達は、追い掛けながら「穴黒々黒主哉」の曲を歌った。さらに 殿上人達は、 「黒頭」の言葉を交えて歌い替えたという。この事件が起きたのは、雅兼が蔵人頭 五節の時であり、 『貫首秘抄』によれば、丁度その時 鳥羽上皇の熊野参詣があったと見られることから、そうし 条件に叶うの 天治二年（一一二五）または大治元年（一一二六） ことと考えられる（竹鼻績） 。忠盛（一一三二年）や 後に引か る忠雅 件（一一三三より、ほんの少し前の出来事とみられる。迫は 雅兼が『平家物語』編者の情報源の一つでもあった源雅頼の父であった め、そ まま掲載を憚かり、同じく『貫首秘抄』に失敗談が載る季仲の話に替えたとする。しかし、季仲は、晩年こそ不本意な死を迎えたが 『今鏡』に、堀河天皇自らが 「一 かみにて堀河の左の大臣、物書く宰相にて通俊・匡房、蔵人頭にて季仲」 （全訳注『今鏡』上
―
三二〇頁）の









した相手の名前を記すのは、 〈盛〉のみ。 〈延・長〉は「蔵人頭」とし、 〈南〉は、 「殿上人」とするのみ。 〈闘〉は本文に脱落があり、不明。 〈四・屋・覚〉は、当該話を欠く。基高は、 『参考源平盛衰記』が考証するように、右少将藤原家範 子 基隆か（ 〈尊卑〉
1―
三一五
頁） 。平治の乱の折の首謀者とされる藤原信頼は孫 当たる。生没年正保二年（一〇七五）～長承元年（一一三二） 。寛治四年（一〇九〇）十月に十六歳で昇殿（ 〈補任 〔
1―
三九九頁〕 ）しており、季仲と、
時期的には重なる 蔵人頭の経歴は確認できないが、基隆 、堀河天皇の乳母子であった。そうした点から 、堀河天皇の寵臣 一人でもあった季仲と番えられるにふさわしい人物ではあった。


























































1〈近〉 「そぶの」 、 〈蓬〉 「祖
ヲヽチ
父の」 、 〈静〉 「祖
ソ父フの」 。







7〈近〉 「そふの」 、 〈蓬〉 「祖
ヲヽチ
父の」 、 〈静〉 「祖
ソ父フの」 。








9〈近〉 「まつしき」 、 〈蓬・静〉 「わひしき」 。
10〈蓬〉 「物の」 、 〈静〉 「ものゝ」 。
11〈静〉 「たのもしき」 。
12〈近〉 「めを」 、 〈蓬〉 「妻
メ













べているように、摂関家の子弟 概ね「侍従」↓ （少 ↓）中将」↓「公卿」とい 過程をたどって公卿に加わるのが通例であった。それだけに、 『玉葉』の記主九条兼実の息子良通が右中将に任命される際に、 「偏法皇之殊恩」 （ 『玉葉』治承元年十一月十五日条）とあるように、その任命には院などの権力者 意向が大きく働いたも と思われる。受領などのように、成功によって任官可能 い わけにはいか




有徳人、すなわち「非農業的、非領主的な富裕者」 （吉川弘文館『国史大事典』 「有徳人」 ）のことであり、 「文献に数多く見えるようになるのは鎌倉時代後期から （同上） る。平安時代の用例は少ないが、 『小右記』寛弘八年二月十五日条に 「雲上人及有徳者、或当任吏或旧吏等、各引
二率随兵
一」とある。記載の序列が、 「雲上人」 （＝殿上


































































































































































































































7〈近〉 「とつて」 、 〈蓬〉 「取
トリ
て」 。





























14〈近〉 「 〈癸酉〉 」 なし。
15〈蓬〉 「十五日」 。




19〈近〉 「はなをくうじて」 、 〈蓬〉 「花
ハナヲ
供して」 、 〈静〉 「花供
クウ
して」 。
20〈近〉 「むかつて」 、 〈蓬・静〉 「むかひて」 。
21〈近〉 「ねふるがこ
とくして」 、 〈蓬〉 「眠
ネフル















25〈近〉 「あづかつて」 、 〈蓬・静〉 「あつかりて」 。
26〈蓬・静〉 「ノ」なし。







き」 、 〈静〉 「生
レき」 。






の」 、 〈静〉 「諸
国の」 。












～建久四年（一一九三） 。大治四年（一一二九）に叙爵、長承二年（一一三三）一月十歳で昇殿、同年九月に父忠宗病死、保延二年（一一三六）右少将（十三歳） 、以後左中将、美作守等を経て永治元年（一一四二）十二月に近衛天皇の蔵人頭、翌年正月に従三位となり、参議・権中納言・検非違使別当・大納言・右大将・内大臣を歴任、仁安三年（一一六八）八月太政大臣に昇る（ 〈補任〉 ） 。忠雅十歳の時とは、長承二年（ 一三三）の事で、こ 忠盛の事件より一年後のことになる（ 〈全注釈〉上
―
五四頁） 。しかし、 〈盛〉を初めとして『平家


















（一一〇七）～久寿元年（一一五四） 。白河院の寵臣顕季の孫、参議家保の三男。母は近江守藤原隆宗女。忠盛の北の方池禅尼は、 方の従姉妹に当たる また、女が平重盛妻、子成親 女が平維盛妻、成親嫡子成経の妻が平教盛女、さらに、孫の冷泉隆房 清盛女を妻とするなど、平家と 縁 深い。保安二年 一一二一）正月、十五歳で中宮権少進、翌三年蔵人補任以降昇進を重ね、大治五年（一一三〇）四月昇殿、同年十月播磨守、長承三年（一一三四）二月に左京大夫兼任、保延二年（一一三六）十月従三位、その後、右兵衛督・右衛門督などを歴任し、久安三年（一一四七）正二位、同五年に中納言に至った（ 〈補 〉 ） 。鳥羽院の寵臣として権勢を振るい、二十三歳にして 「天下事一向帰
二家成
一」 （ 『長秋記』大治四年〔一一二九〕八月四日条）と















「上古」 （但し、 〈屋〉は、忠雅話を欠く） 、 〈延〉 「代上テハ」 。ここまで挙げてきた五節の舞の先例説話及びこの評語を、 〈四・延・盛〉は、忠盛が鳥羽院の叡感に預かり一件 落着した後に、 〈闘・長 南 屋・覚〉は、忠盛が五節 際 からかわれて退席 、殿上人が忠盛を訴える前に置く。いずれにしても文脈からは こ までの先例説話を良き世であった上代のこととして捉え 不安の残る忠盛 事件 末代のこととして捉えられる しかしそれでは 「花山院入道太政大臣忠雅」項で述べたよう 忠盛昇殿 翌年 こととなる忠雅の逸話を「代」とする点が問題となる。こ 点につい 早川厚一は、 〈延〉が「代上テハ ことに注目し、これを「上代」の意ではなく、 「時代を遡ると」ぐらいの意 解する。そして、季仲や忠雅 逸話も、忠盛の昇殿も、 「上代」 「末代」として区分され いる ではなく、いずれ
も末代ではあるものの、やや遡った時代の説話として捉えられていると考える。その時代とは、得長寿院供養譚では、末代の世とは言え、「仏神ノ威光猶以テ厳重」な時代とされたように、 また「殿上の闇討」でも、忠盛が辱めを受けた際は、季仲や忠雅の時のように、大した事件も出来せず（せいぜい言い返す程度） 、忠盛は、鳥羽院の誉めにさえ預かったように、忠盛の時代は他の先例説話と同様に、末代 中でも良き世のこととして捉 られていると考える。それに対して、末代の世相も深まったこの世にお ては、この後どうなることであろうかと人々は不安がったというように考える。そして、その不安が的中した事件が、この後の、 「代ノ乱レケル根源」 （ 〈延〉巻一
―
五四ウ） 「平





「上代…、末代…」と対にする形は、他に二例。 「上代」は、これらの用例を含めて、古き良き聖代の意で使用されることが多い。 「上代」が、具体的な事例を指す用例は、他に四例あるが、①巻八の蘇武を指す事例 （
1―























後に忠盛の養子 なった忠重 （ 〈尊卑〉
2―




年 （一一三一 八月から長承元年（一一三二）九月の間か（青木三郎） 。〇皆諸衛佐ヲ経テ、殿上ノ交リ、人、更ニ嫌ニ及ズ
　
〈四・延・長〉



















ちやうじやと云は、子ども、なん女をおしならべ、そのうへに、きんぎん、べいせん、もろもろのたからそろへ 、もつ人を、ちやうじやとは、 いふぞかし」 （ 『宝くらべ』室町時代物語大成
8―
四六五頁） 。





























































































































































































































































































































6〈近〉 「たうとき」 、 〈蓬〉 「貴
タツト
き」 。


















13〈近〉 「たてまつり」 、 〈蓬・静〉 「奉りて」 。




15〈近〉 「あじやり」 、 〈蓬〉 「あさり」 。
16〈近〉




19〈近〉 「ぬきんするは」 、 〈蓬〉 「抽
ヌキ



















する」 、 〈静〉 「満
する」 。
26〈近〉 「こゑ」 、 〈蓬〉 「音
コヘ














































記』 「人のやうだい・色あひなどさへけちえんにあらはれた を見わたすに」 （新大系
―
二六五頁） 、 『沙石集』 （大系二
―
一二三頁） 「仏法
ノ效験ノ掲焉ナル事」などを挙げる。意は「著しいさま、際だっているさま。目だつさま。また、きっぱり た ま」 （日国大） 。 　○大威徳ノ法コソ成就アレバ、必ズ天子ノ位ニ昇トハ申タレ
　
「大威















































































とするのは、他に〈闘・長・南・覚〉 ・平松家本・竹柏園本・鎌倉本・百二十句本（語り本は恵亮が壇を建てたのを、大内の真言院とする）などであるが、 〈延・屋〉は行法の種類を記さない。他に、 『太平記』でも、空海が守敏を調伏するのに大威徳法を修している（大系本『太平記』
1―
四二三頁） 。ただし、恵亮の説話におけ 大威徳法は、即






































ちダキニ天の霊験譚。忠盛の得長寿院造営とそ 利生としての福徳を語り、清盛による財産の継承を記し、大威徳の法による利生を示す託宣歌を記した直後に、清盛を依然として「貧者」とするのは不審である。現に、この後の清盛の言にある 我諸国庄園ノ主也」は、明らかに「忠雅播磨米」に見る「諸国庄園ヲ譲ルノミニ非ズ」を受けていよう。その点、 〈長〉は、この記事を、 「此清盛は始 希代 貧者なり」（
1―
三八頁）と始めていて、問題はない。 〈盛〉は、本来〈長〉のよ














































































程やあるへき」 、 〈静〉 「これ程やあるへき」 。
7〈蓬・静〉 「或時」なし。
8〈近〉 「にしにして」 。
9〈蓬〉 「しけれは」 。 「シケルニ」と「云ケレバ」との、目移りにより生じたものか。次の脱
文の原因となっている。
10〈蓬〉以下「狐、忽ニ…云ケレバ」まで脱文。前項参照。










そと」 、 〈静〉 「御座そと」 。
16〈近〉 「七十四
う なか 」 。
17〈近〉 「おはしますにやとて」 、 〈蓬・静〉 「おはすにやとて」 。
18〈近〉 「うやまひくつすれは」 、 〈蓬〉 「敬
ケイ
崛クツ




19〈近〉 「なきて」 、 〈蓬〉 「鳴
ナキ





















三九頁）とする。 「黄女」のイメージに重なるか。 「黄女」と表現されるのは、狐がその色から五行説において土徳と位置づけられる（吉野裕子） と関係するか。とすれば、 「童女」は「黄女」の誤読であろうか。ただし誤読をうむ背景には、狐を神体とするダキニ天を祀るダキニ法と深く結びついた、伊勢外宮での辰孤の法を修した「子
こ良ら」の
存在（山本ひろ子・中村禎里）が意識さ たのかも知れない。狐が女性へと変じた背景には、騎狐女神（女神が狐に乗った姿）として形象化されるダキニ天のイメージが存在 と思われる（ダキニ天については「貴狐天王」項参照） 。また は、 『今昔物語集』 （一六
―
一七） 、








































































































































































































































































































3〈近〉 「ゑんには」 、 〈蓬〉 「得
ウル
には」 、 〈静〉 「得
ヱン
ニハ」 。






7〈近〉 「まことや」 、 〈蓬〉 「実
マコト
にや」 、 〈静〉 「実にや」 。
8〈蓬〉 「は」なし。
9〈近〉 「し
そんにつたへずと」 、 〈蓬〉 「子
シ孫ソン





























































































を降伏するのが宇賀神王であり、老人の頭頂に蛇身の宇賀神王をいただくのが、宇賀弁才天である（山本ひろ子） ところで、 は日吉山王の十禅師と習合する。山本は、 『山家要略記』等の記述をもに、 「十禅師とは、巽 方に止住する荒神の所為を監視し、そ 力封じ込める宇賀神であること 知ら 」 とし また一方で「十禅師は「穢悪邪欲ノ者」には「
犮
怪」をもたらす「麁乱神 荒神）とな
る」とする。すなわち、宇賀神（＝十禅師）は 荒神を降伏する神であり、また荒神と同体ともされたのである（三四五～三五五頁） 。この蛇体の宇賀神王と河の神格化である弁才天 、水 ＝竜蛇信仰を仲
〈蓬〉 「さすか後
ノチ





14〈近〉 「奉り」 、 〈蓬〉 「奉りて」 、 〈静〉 「たてまつりて」 。
15〈近〉 「御りしやうをか




らんと」 、 〈静〉 「御利生蒙
カウム
らんと」 。









19〈近〉 「かへつて」 、 〈蓬〉 「還
カヘリ
て」 。
20〈近〉 「わざはひを」 、 〈蓬〉 「災
ワサハイ














25〈近〉 「きかしむ」 、 〈蓬〉 「是
コレ
をきかす」 、 〈静〉 「是をきかす」 。
























34〈近〉 「あふき」 、 〈蓬〉 「仰
アフキ













才妙音という関係と並ん 、ダキニ天を弁才妙音の眷属ないしは同体とみる意識がうかがえ 。弁才天とダキニ天の習合の問題は、守覚法親王の『北院御室拾要集』に記された 摩多羅神 姿（ 「其形三面六臂云々。……中聖天、左
吉尼、右弁才也」 ）との関連が、彌永信美








説が見える。他にも、弁才天三部経の一つである『仏説最勝護国宇賀耶頓得如意宝珠王陀羅尼』に、宇賀神がダキニ天・聖天・愛染明王どに変貌することが記され いる（山本ひろ子 三六頁） 。他方中村禎美は、図像的には狐に乗った宇賀弁才天像に導かれて、騎孤ダキニ天像が形成されたと指摘する（九〇頁） 。清盛の貴狐天王
―
ダキニ天





































































































































では、清水寺での千日詣が、ダキニ天の法 修法 一つかのようにも読めるが 次項に見るように、弁才天は千手観音の眷族であることから、十一面千手観音を本尊とする清水寺に参詣したと読めよう。 「遉後」の訓につい は、校異
12に見るように、二様の訓がある。 〈蓬・
静〉のように、 「さすが後」と訓めば、栄華 子孫 まで受け継がれないとしても、一時でも豊かになった方が良い 思ったも のさすがにこれから後のこと 不安に思われての意 ろう。但し、「遉」に、 「サスガ」の訓は見あたらない。 「遉 　
テイ、メクリユク、
チマタ、カクム、ユク （天文本『字鏡鈔』一一五二） 。 「遉 　
ユク」
（ 〈名義抄〉 仏上五三











































































































れたとする次の四例がある。なお、これ以外にも、平康頼が、配所有木 折の成親を偲んだ歌を釘貫の柱に書いたとする例（巻十）や、新都福原へ行幸供奉の者が、旧都の柱に、旧都の荒廃せんとすることを嘆いたとする歌（巻十六）等、いくつか見られるが、これらの歌には 落首としての要素が見られないことから省いた。ただ 後者の事例（巻十六）などは、その後に、先の
5の事例が続くように、同類のものとして扱うべきかもしれ










周知させてい 。こ ように、高札を「自分 ち 行動の意味や方向性を示す手段」としたり、高札 よって「互 の主張や言い分を表明するというやり方 は珍しくなかった（酒井紀美一八〇～一八四頁） 。また、一方で高札は領主からの制法の意味も持っており 水藤真によれば、 「①点札、②制札 ③高札（頸札） 、④籠名・高札 ⑤掟・規則・裁許の札、⑥衆知の札の六種に分類でき、これらの札の発給者はすぐれて領主であり、その内容は主に刑法犯 関わるもの、領主権






















































































































































































































け出るという、目出たい夢であったことを言う。 〈盛〉 「難ノ眼」は、〈長〉 「歎ノ眼」の誤読の可能性もあるが、 「難」には、 「クルシフ、ナヤム、ウレフ」 （ 〈名義抄〉僧中一三六）の訓もある。 　
〇嘆テ去ヌ
　













































































































































































































































12〈近〉 「いかて」 、 〈蓬〉
「争
イカテ
か」 、 〈静〉 「争か」 。
13〈近〉 「ていも」 、 〈蓬・静〉 「躰
タイ
も」 。
14〈近〉 「実」 。 「ヤ」なし。




して」 、 〈静〉 「号して」 。
17〈近〉 「なのつて」 、 〈蓬〉 「名
な乗のり
て」 。
18〈近〉 「まかせ」 、 〈蓬・静〉 「まかせて」 。
19〈静〉 「叡慮」の横に「雄
畧天皇御宇事也」と傍書。









いらせばやと」 、 〈蓬〉 「進
まいら
せはやと」 、 〈静〉 「進
シン
せはやと」 。





はひて」 、 〈蓬・静〉 「さはきて」 。
27〈近〉 「まいらせたり」 、 〈蓬〉 「進
マイラセ
たり」 、 〈静〉 「進
シンシ
たり」 。




29〈近〉 「もうしうなり」 、 〈蓬〉 「毛
ケ
しうなり」 、 〈静〉 「毛
ケ
シウ也」 。
30〈近〉 「もうしうとは」 、 〈蓬〉 「けしうとは」 、 〈静〉 「毛しうとは」 。
31〈近〉 「けねんを」 、 〈蓬〉 「懸
け
念ねん




32〈近・蓬〉 「はかせを」 、 〈静〉 「博
はかせ
士を」 。
33〈近〉 「もう う」 、 〈蓬〉 「けしう」 。
34〈近〉 「か
うふり」 、 〈蓬〉 「蒙
カウフ
りて」 、 〈静〉 「蒙りて」 。
35〈蓬・静〉 「上下」なし。





「おもうして」 、 〈蓬〉 「おもんして」 、 〈静〉 「をもんして」 。
39〈蓬・静〉 「十六年の」 。













44〈近〉 「ふくまるゝとき」 、 〈蓬〉 「含
フク
め
らるゝ時 、 〈静〉 「含
フクメ
らるゝとき」 。
45〈近〉 「もうしう」 、 〈蓬〉 「けしう」 、 〈静〉 「毛シウ」 。
46〈近〉 「いちちくかつかと」 。












































る「土蜘蛛」のように、 「朝敵」と言う用語が、異類退治譚をも含み込んだ例。 〈盛〉 は 頼政譚の













に、 〈四・延・覚〉 （この内、 闘・南・屋〉は欠巻）では、
は人の





48〈近〉 「やめんには」 、 〈蓬・静〉 「休
ヤス
めんには」 。
49〈近〉 「けいを」 、 〈蓬・静〉 「恠
ケ異イを」 。














































































































































（四一頁） 。近世の京都地誌類の多くは、 〈盛〉の本文を引きながら、未詳とする。 『長門本平家物語の総合研究』は、 『山城名勝志』が「一竹塚」として、 「土人云三年坂下路東鼠堂屋敷云所云々」とあるのに注目し、 「清水三年坂の下にあるとする点、 「清水寺のおか」 埋めたとする本文に合致する」 （上
―
三八頁）とする。また、 〈盛〉の影響は































にあ のだろう。次に、鼠を大黒の使者とする言説は、 『白宝口抄』（一二五八～一三四一年頃成立） 「大黒天神法」が最初とみられる（彌永信美三四〇頁） 。これは大黒天と毘沙門天（クベラ神）の習合が行われる中で（ 『渓嵐拾葉集』には「多聞摩訶迦羅」と記される） クベラの持つ「宝石を吐き出すマングース」が中国で「鼠嚢」と訳 、
「大黒↓クーベラ 　
ヴァイシュラヴァナ（北方の神）↓鼠」 「金剛薬叉
↓北方↓黒色↓大黒」などの関連性によって結びつけられたと彌永は推論する（三七八～三七九頁） 。なお、 一六世紀頃成立とみられる「清水寺参詣曼荼羅」には、清水寺が管理した五条大橋の中島に大黒堂が描かれている。 　
○威勢ハ大威徳天、福分ハ弁才妙音陀天ノ御利生也
　
〈長〉 にはない。 〈長〉 には、 大威徳法の説話もなかったことから、 〈盛〉が大威徳法の説話を加えると同時に、この一文も総括として加えたと考えられる。前半の「真言上乗ノ秘法」としての「大威徳ノ法」と、後半の「荒神」鎮撫のための「弁才妙音」としての「陀天ノ法」の利生を総括する一節となっている。ただし、大威徳天法を威勢と、またダキニ天法を福分と結びつけるような認識が どの程度普遍的なものであったのか疑問である。 これらの説話と清盛の隆盛 の関連を、 〈盛〉が合理的に説明しようとしたものとも考えられよう。いずれにせよ、
「陀天ノ法」を外法とする意識が、 〈盛〉の世界全体にどこまで影響していると読み解くかが、一つのポイントにな だろう これについて美濃部が、 「そこに清盛の
天修法に大きな意味を与えようとする「源







































＊美濃部重克「 「源平盛衰記」の解釈原理（一） 」 （伝承文学研究二九、 一九八三・
8。 『中世伝承文学の諸相』和泉書院一九八八・
8再録。引用は、
著書による）
＊山本ひろ子『異神』 （平凡社 九九八・
3）
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